
出産・子育て応援ギフトについて 

 
１．目的 

全ての妊婦、子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整備するため、家庭の

様々なニーズに即した伴走型相談支援と一体となった給付金の支給を行うもの。 

 

２．概要 

・妊娠期に２回、出生時に１回の面談を実施し、妊娠時、出生後に面談を受けた子育て家庭

に、それぞれ５万円を「出産応援ギフト」「子育て応援ギフト」として給付 

・原則として令和４年４月以降に出産し、面談を受けた人が対象 

・令和４年度に「出産応援ギフト」870 人、「子育て応援ギフト」840 人の給付を見込む 

・補助率は国２／３、都道府県１／６、市町村１／６（但し、システム改修費は１０/１０） 

・令和５年度以降も継続して実施の予定 

  

 《妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型支援と経済的支援のイメージ》 

 

 

 

 

 

３．実施スケジュール（予定） 

  令和５年 １月 予算計上、令和４年４月～１２月に出生した世帯への通知 

  令和５年 ２月 給付開始 

 

４．予算（子ども室・地域保健課）                   （単位：千円） 

歳入 出産・子育て応援交付金 59,166(国費)、14,378(府費) 

歳出 
出産・子育て応援経費 86,278 

地域保健事務経費 1,650 

 【予算額内訳】                         （単位：円） 

費目 予算要求額 所管 

個人補助金 （妊娠時）50,000 円×870 人＝43,500,000 円 

（出生時）50,000 円×840 人＝42,000,000 円 

子ども室 
会計年度職員報酬 ・事務要員 1 名  471,525 円 

会計年度職員通勤手当 ・上記会計年度職員の通勤手当 34,164 円 

印刷製本費 ・返信用封筒等の購入費用 30,000 円 

振込手数料 ・振込手数料・組戻手数料 240,900 円 

委託費 ・母子保健システム改修費 1,650,000 円 地域保健課 

伴走型相談支援(実施主体：ネウボランドだいとう) 

面談 面談 面談 給付 給付 
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